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振り返りをふまえた気づき

子どもの姿や、興味関心に合わせて、段階的に計画をしていき
子ども達が主体となり探求心を持ち自然の物に対し、知識を深めたり発想をしたり
するようになった。そして、五感と身体全体を使ってより楽しんだり感じたり、また、
チャレンジしようとする姿があった。

66-1344
宮園保育園

中野区中野１－２１－６
社会福祉法人高峰福祉会

②
自然探しで見つけた物を使って

制作活動
各回

10人程度

活動スケジュール

活動内容

① 園外での自然探し
各回

16～20人

③ 園庭の身近な樹木、自然と触れ合う
毎日

１時間程度 30人程度

テーマ：里山をつくろう！！

１～２時間程度の
散歩を週２～３回

１時間

実
践
中
の
子
ど
も
の
様
子

保育の週間計画の中で子ども達の自然に対する気付き
に共感したり、自然を遊びに取り入れたりできるよに共
主体となり取り組んでいった。

活動内容

子どもの様子

ワークショップで木の種類の違いに気付いた子は、感触の違
いを言葉にし、ビワの木の枝からは甘い香りがすることを知っ
た経験から、散歩先の公園でも甘い香りのする枝を探す姿が
あった。また袋いっぱいの木の実や葉っぱを持ち帰り、制作
活動を楽しんでいた。
園庭では、木登りをしたりと、木と戯れ楽しむ姿が増えた。

環境をデザインする

・散歩先での発見した物を持ち帰れる肩掛け袋を子どもと一緒に作る。
・遠足での木登りの経験から園庭にある登れそうな木を一緒に探す。

テーマ：木と戯れ自然への興味を広げる

このテーマにした理由
木のワークショップを楽しんだことで、その他の自然にも興味を持つようになった為。
遠足先も森の様な公園で楽しみ、その体験を普段の遊びに繋げ興味関心を広げて
いく為。

問いを考える

遠足先を一緒に考え、子どもの興味関心を吸い上げていく。
また、持ち帰った自然物を制作等で活かしたり、園庭内の自然を
活用した遊びに発展していけるように、子ども達と考え実践していく。

④


